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乳がん画像検査機器の世界的標準機器は、X線マンモグラフィであるが、高濃度乳房において乳

がん検出が困難な社会課題がある1,2。高濃度乳房では、乳房内に含まれるコラーゲン繊維の局所

的濃度の空間的揺らぎの影響により、乳がんと正常組織のX線吸収率の差が埋もれること生じ、

トモグラフィ法を使用しても本質的に改善されない。我々は、波動の放射点、散乱点、観測点か

ら成る散乱場関数が満たされるべき、散乱場方程式を導出し、散乱逆問題を世界で初めて解決し

た3。さらに世界最高性能の超広帯域レーダを実現させ、マイクロ波マンモグラフィ装置の開発を

完了した4。これまで、約600症例において臨床研究を実施し、高感度、高分解能、高い再現性、

両胸３次元画像取得可能、無被曝、無痛、造影剤が不要で、従来の乳癌画像診断機器に比べ大き

な利点を持つことを示してきた5,6。本研究では、健常な女性と乳がん患者の乳房における誘電率

勾配分布画像について比較検証した。その結果、乳がん患者では高誘電率部として乳がんが描出

されるが、健常者ではそれが確認されなかった。ヒト乳房は、乳管と小葉体からなる乳腺組織と

脂肪組織に大別される。乳管は、乳頭から体の中心部に向かって植物の根のようなネットワーク

構造を有しており、乳管同士の間には脂肪細胞や線維芽細胞等で構成された中間脂肪組織がある

ことから乳がんより高誘電率とならないと考え

られる。当日は乳房解剖構造を踏まえて健常者

と乳がん患者における誘電率勾配分布画像につ

いて詳細に講演する。 
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Fig.1 Microwave mammography images (a)Image of cancer patient. (b)Image of healthy parson. 
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